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，の
レ
ガ
リ
7

行
1

の
中
‘

心
地
，|

つ
さ

(

5

)

.°
即
ち
都
市
領
主
は
、.右
の
レ
ガ
リ
ア
に
ょ
る
經
濟
的
利

益

の

最

高

享

受

#

で

あ

る

か 

ら

ハ

イ

？
T

リ
'

ッ
t:

公
を
し
て
リ

H

ベ
ッ
ク
建
設
に
促
が
せ
し
め
た
目
標
は
こ
の
利
益
獲
得
.

に
あ
る
1

做
す
o

公
が
リ
へ
ッ
ク
に
,

山
：

- 

.

^

都
市
揭
^

,$
|

徒
％
戌
^:

靡
の
»

.^

傲
|«

や
龙
办
:#
§

^

:̂

齢
齋
1>
:

释
の
：^

^

^

^

£

の.
^

^

が̂
§

^

所
有
者̂

る
^•
q.

m ;
,
时
科 

溢
を
梢
大̂

し
め
る
こ
と
に
為
る
か
ら
に
外
な
ち
な
い
。
匕
.

の
見
解
は
、.
公
.̂-

以
て「

リ
>ユ
ベ
ッ
ク
の
本
來
の
建
設
者
で
あ
、る」

と
す
る
，
 

結
,

に
導
く(

6

し

換

言
.

す
れ
ば
リ

.

ユ
ベ
ッ
ク
市
建
設
の
イ.

1
1

シ
ア
チ
、ヴ
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
獅
子
公
に
發
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な̂

^

.
,
.
,然
''
1
>
:
#か
ら
若
し
，こ
の
論
據
が
正
し
け
れ
ば
.、
公
-が
‘
一
|
、五
七
年
リ
ユ
べ
ッ
ク
.の
地
を
政
治
的
に
そ
の
手
中
に
收
め
，た
時
、
..足
卞 

.飞
，の
支
配
ル
來
つ
た
パ
ル
デ
ウ
ィ
イ
ク
に
對
ず
る
關
心
を
放
擲
し
て
顧
み
な
か
つ
た
の
は
^

故
で
あ
ら
ぅ
か
。
こ
れ
ょ
り
蘧
，.
ア
ァ
ド 

ル
.フ

.̂
:の
键
敖
せ
る
リ
ユ
ベ
.ッ
：タ(

-#
;v
の
發
展
に
^

つ
て
、.
バ
ル
デ
ウ
ィ
イ
ク
の
繁
榮
：が
脅
か
さ
れ
、
^
:
つ
：ズ

同

取

か

ら

得

令

.ハ
イ 

シ
リ
ッ
ヒ
.公
菜
久
が
減
少
^

た
時
彳
公
は
.ア
ァ
.ア
；ル
.
フ
伯
.に
追
.つ

す

M
-

デ
ウ
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.イ
タ
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：商
業
助
長
策
を
講
1>

尤
ゐ
た
の
で
あ̂

？
ル
か̂

加
'\
;

る
.

關
心
.

嚎

)

一:
挪
b

沐

ル

デ
ウ
イ
：イ
ク
を
犠
牲
と
し

て
c
:7)

リ
“

べ

隻

薪

建

g

に

進

姿

T

 )

拙
稿
ハ
.

：ル
ト
海
諸
都
市
の
塵
暴
淸
、本
誌
,

十
看
第
一
號
。.
、
バ
ル
ト
海i

s
'

都
市
■

の#.
-

設
者
は
獨
篇
人

=

市
s:

の
み
..で
は
な
い 

:
.

…

，。，掷
ち
瘡
に
.

は
都
市
领
.

主
.

の
協
力
を
無
準
石
.
.
>

>'
tt
o

粟
な
い
零
あ
つ

■

ィ
ゾ
リ 

> ヒ
.獅
子

王

•
.同敎
ア

ル

べ

广

ト

->
刀

劍

騎

士

團

等

'の
勞

な

ィ

-シ
ス
チ

^
の
：

に̂
：建

設

さ

ん

て

ゐ

る

«-
:(
九

七

頁)

0「

然
し
な
が 

,
ら

、
，個

々

の

領

邦

嵙

ゼ

乃

至

都

市

領

主

の

:-
1

評

晝

は

ク

槪

ね

地

方

的

に

限

局

さ

た̂

興

模

の

も

の

で

あ

り

、
彼

等

が

都

市

建

設

1の
'1
ー
ゾ

r 

チ

ヴ

を

と

つ

た

場

合

•
そ
れ
は
多
く
地
方
的
利
害
に
發

.し
又
そ
れ
に
也
ま

.：る
も

の

で

あ

る

:̂
.と
を
常
と
し
た」

c

九

八

§
;
°
こ
の
前
文
は
後
文 

.
:-
ょ

つ

す

限

定

ざ

れ

て

ゐ

る

が

、
.然
し

.尙

都

市

領

主

0
ィ

'-
.
ー

シ

ナt
ヴ
を
老
々
す
る
：こ

ば̂
、
：少
く
と
も
リ
ュ
ベ

■/
-
夕
に
つ
い

v
は
誤
り
で
あ 

:
つ
た
。

即

ち

第

十

二

世

紀

中

葉

の

都

市

建

設

と

、リ
：；

ガ
、
レ

ヴ

ァ

ル
の

如

き

第

十

三

世

紀

亿

お

け

る

？
し
か
，も
獨
遨
八

に

非

ざ

.る
政
治
支
酿
者 

.
:を
戴

X地
域

に

お

け

.る
都
市
建
設
と
：を
、
：
等

置

す
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と
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誤
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あ
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、
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關
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す
る
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六

(

瓦

3£
0

>

.斷
る
ま
‘で
も
な
く
、
■
バ
ル
，
デ
ゥ
，ィ
ィ
ク
は
.；

H

ル
べ
の
支
流
に
臨
む
谓
は
^-

，

2：

陸
都
市
で
、あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
リ
ュ
ベ
ッ
ク
は
ト
ラ 

ァ
フh

河
0-

ょ
，り
维
之
_

?

た

地

位

に

，
位

置

す

.る

と'は
.い
‘へ
，
、
，
'謂
.ゆ

る

港

灣.都

市

で.あ

：
る
。

こ
へ
の
相
違
：
に

.着

眼

し

、

：

嗜

來

づ

發M

1

に
' 

留
意
し
た
結
报
力
.

ハ
\
-シ
'9

ッ
ヒ
公
を
し
て
、

ー
|
’五
ニ
年
に
は
バ
>
.
デ
ゥ
ィ
ィ
ク
'
保

讓

策

を

採

り

、

五

七

^

^-
は

と

れ

と

谀

見

す

I

度
i

し
.
1

.

で
t

ぅ
か
。
..或
は
と
わ
間
I

す

每

.年
l

l

、
.

.

f

1

暦
進
涉
し
て
、

'&
ロ

に

植

段

辦

業

.の
據

點

と

し

て

,
ュ
べ

'ッ
.ク
の
位
置
が
必
要
と
な
つ
た
か
ら
で
あ

_らぅ
か

0

.
ベ
'

.

:

-

.
•;
■-
 

.
:
.
-:
'
:
.
'
'
.

1.
:'.
-ン
-
.■
■ 

■■■ 

■

 ̂

■
■
■
■
■
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 ̂

^
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\ 

-
■

■
'

:

'

'

先
づ
後
者
^
つ
い
‘て
い
へ
.ば
、第
十
一
一
世
紀
四
_
Q年
代
の
.ザ
ク
セ
ン
公
國
.の
.
一

應

の

盤

備

を

機

と

し

て

^
束
北
獨
逸
•植
民
運
動
o

_
7l
- 

が
判
然
と
變
化
を
示
す
や
ぅ
に
な
つ
た
こ
'と
を
見
ね
ば
な
ら
友
い
。
即
ち一

.1

四
三
年<

—

 

7
リ
ッ
ヒ
_
-獅
子
王
.が

始

め

て

ザ

ク

；
セ
ン
'
公 

と
1

て
、j

方
ア
ァ
ド
ル
フ
伯
に
ば
ホ
ル
シ
タ
ィ
ン
領
'5
:
保
た
し
め
他
方
ハ
ィ
ン
リ
ブ
ヒ
伯
に
は
新
設
の
ラ
ッ
ツ
■■エ
ブ
ル
ク
猿
を
乾 

ぬ
て
以
て
厕
者
^
nn
に
わ
だ
、か
ま
つ
て
ゐ
た
-B
K
-
ws:
-i

W
し
、
兼
ね
'て
兩
伯
を
£
從
せ
'し
め
る
政
治
的
手
腕
を
示
し
た
時
に
は
、
S 

簾

民

議

の

進

展

は

期

待

す

；
へ
き

.も
の
が
あ
つ
た
と
い
へ
_名
。
ラ
ッ
ッ
.
ュ

ブ

ル

ク

..邊

境

伯

領

の

新

設

は

獨

逸

支

配

領

域

の

擴

張

を

意
 

味
し
、
こ
こ
に
敎
區
が
盥
か
れ
、
叉
前
記
の
如
く
.リ
•ュ
ベ
ッ
ク
の
建
設
に
ょ
つ
て
ゲ
ル
マ
ン
化
の
た
め
の
重
要
據
點
が
^
ら
れ
た
の
.!:
' 

あ
る
。 

.;
:

.
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-
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,:■
•

次
い
で
四
七
年
に
は
對
ウ
ラ
ン
デ
ン
.十
字
軍
が
行
は
れ
たc
然
し
こ

の

，企
て
は
、
全
；き
成
染
を
擧
げ
得
ず
し
て
終
っ
た
。
?:
の
^

^

の

生

：因

社

何

處

に

あ

つ

た

か

°

そ
れ
は
ゥ
ン
デ
ン
地
方
に
對
す
る
敎
會
の
耍
求
と
、
ザ

.
ク
セ
シ

.
の
諸
公
伯
の
抱
く
_

的
肖
的
と
の_ 

...不」

.
故
..に
.
^
し

た

。

郎

ち

敎
.#
■{
»

は

異

敎

徒

の

极
.t
e

を

或
.は
少
く
--
i

も
そ
の
改
宗
を
要
求
し
た
*

こ
れ
に
反
し
て
.

^
-#
*

は
、.
.
-
^ヒ̂
，
.

を
荒
廢
S

.せ

し

ふf

と
、
着

ん■

と
.い.：

今

裳

る
-,

S
等

の

收

人

，
.源衆
の
一
っ
と
な
っ
て
ゐ
る
ゥ
エ
ン
デ
ン
部
族

'雇

#
を

^
ふ

こ

と

を

欲

：し

^

か

り

た

か

濃
 

如

き

植

5
運

動

の

、先

頭

に

;̂
'

_俗
爾

界

_
圖

の

皭

聋

识

、

_
ゆ

"る
北

方

乇

字

軍

：曝

底

_
な

戰

果

を

收

|

.

せ

へ
つ.た

.0

. 

 ̂

V 

ヘ
プ'
-
v
'.
'
.
'
.
'
v
;

、

.:
;'
'
■

•

の
み
：散』

ず
と
：の
：結
果
は
、
：獨
逸
植
呙
運
.

動
が
.

葡
次
忆
瀨
濟
的
意
義
を
帶
び
:3

て
來
て
ゐ
：る
こ
：と
を
明
ネ
に
ル
交
0

,
 

と
い
.

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
卽
ち
第
十
：一1

世
紀
以
前
に
：お
.

い
て
は
'

異
敎
览
：属
を
极
_

則
と
：:1
>

武
ガ
！

g

使
の
方
法
が
採
ら
れH

ゐ
た
o
:
_然

る

，
に

と

こ

：
に

至

づ

：
て
：
は

、
フ

彝

の

献

則

は

^

存
| 1

さ

れ

て

ゐ

：て
'1

>
、
計
畫
的
な
ゲ
ル
マ
ン
化 

換
言
す
.れ
^

經
濟
的
征
»

の
手
段
.が
選
ば
れ
.る
：や

遽

轰

：て
^

た
(0
-

で

ぁ

る

。
砸

し

と

：
れ

;5
:

以

震

^

例
征
服
が
皆
無
^

な
夕
た
？ 

い

ふ

意

*

で

は
&

い
。
越
' ^

て
へ
ー
五
八
年
ハ
：

ィ
：：：

グ
見
ッ
ヒ
公
は
ス
：

】

多

<0
-

地

に

兵

：を

應
3

ゥ
;.
'
-;
ン
; -

ン
族
に
對
し
く
攻
擊
政
:.
#

を 

.<

采
っ
て
が
る
。
.然

し

こ

：：の

塲

が

：
の

武

ガ

行

使

<0
:
自

的

は

：、
，
ス
こ
フ
：
芡

の

東

部

私

身

を

略

' ^
.
:
4て
：
こ
；
机

を

自

領

：
に

接

孽

各

贮

あ

り

(

2
.

)

、
 

そ
の
.支
配
領
域
の
擴
張
は
,%
'
-政
治
的
.齡
點
^

至
は
1基
督
_

布
敎
ぬ
职
づ
^

っ
；た

0
で

-?
>る
。

'

リ

ム
 

く̂

の

如

ぐ

ハ

イ

リ̂

ッ

ヒ

奈

の

東

友

政

策

は

ノ

謂

は

を

極

必

て

現

實

询

な

も

”
で

あ

っ

た

。

御

道

.ょ

り.:
%
經

濟

遗

益

、

そ

'れ
::
1
> 

自

S
の

財

卿

の

た

め

：に

と

仏

ふ

念

が

策

の

鬼

方

政

を̂

規

定

す

る

根

ボ

的

森

繩

で

あ

っ

茂

從

•っ

て

こ

め

見

地

ょ

り

す

る

な

ら

.ば
、
. 

ハ
イ
ン
リ
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ヒ
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ル
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ゥ
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リ
ユ
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ッ
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た
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と
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栽

#
敎

他

道
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來

漸

に
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來

す

も̂

0
-で
.も
な

く
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ル
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侮
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あ
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。
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.
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、
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ユ
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^
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し
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-

イ
ン
：リ
.

：を

；公
と
獨
逸
商
人
.
.と

の

協

力

：
に

'
.よ

り

：
.：て

'

に
？疋
示
し̂
.

の' 
で•
あ̂

ぅ
、か
。
一こ
:

の
問
題
に
つ̂
:

て
は
、、
同
市
敷
設
當
.

時
‘

の
^:

書
の
後
存
す
る
も
の
.W

無
な
る
た
め
£
れ
を
推
定
す

In
. 

. 

-■ 

:

■■
■ 

..
 

-ン 

L 

:
 

.
 

.
 

■
ノ
 

パ 

v̂

-1.
:

■
.
.

る
以
上
忙
^

览
1:

柄
が
、
現
在
.

に̂

い.
て
'

は
大
體
レ
::
'

^

9

ツ
ヒ
敎
授
の
，^
.

究
が
檎
威
^
る

も

の
と
.

な
.

つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第 

T*
f±
A

設
1&
,

^

^

へ
商
人
>

の.
市
場
行
政
&:

許
し̂

ち

1-
1

ば
.

^

#

:

,

£市

場

に
.^

け
る
諸
建
造
做C

靴
屋
、雜
貨
商
等
A

の
：露
店)

の
所 

認
め
姿
と
i
.第
三
に
：聚
落
建
設
敷
地
：の
潰
料
免
輪
'

で
斧
^

^

■:
'

:

 r

'

V

レ.
.

H
.

リ
ツ
.

：ヒ
敎
授
が
'

か
、
る
論
定
を
下
さ
れ
る
极
據
は
;'
:

'

先
づ
第
十
.

ニ
：

市
^

お
，

S
」

て
、
逢

設
<0
.

イ
1

マ
シ'
ア
チ
ヴ
を
と
れ
る
企
劃
者
が
:-
'

右
に
類
ず
る
權
利
を
獲
得
し
た
こ
：

-
V

を
指
摘
し
、
ハ
イ
ン
.リ
ツ
ヒ
公
は 

.

こ
：
め

先

例

ぬ

倣

ー

つ

だ

も

の

と

+,

る
の
：で
あ
る
0

,

例
へ
ば
南
獨
フ
ラ
：イ
ブ
：ル
タ
、
イ
ム
•

ブ
ラ
■

イ
ス
ガ
ウ
の
暴
設
：に
.

お
い
て
は
，
タ

H

本
リ 

シ
ガ
プ

.の
』
：：：， X
1
N

え
ド
侯
は
：企 

更
.

に
■

場
#
察 

權•の
，：

一.:
部
を
醫
さ
れ
：て
ゐ
た
^0

又
.

北

獨

グ

雰

馨
-

ユ'
?

^

ク
の
ア
：.：ル'̂
シ

タ
.>
'.
>

建

設

：
に

際

し

：
て

^

3

企

割

者

社
 

:

所
敦
；し
ー
市
場
建
造
物
を
私
有
す
务
權
限
を
#:

た
：の
で
あ̂

た(

2

〕

。
.

；同
敎
授
：は

か
(̂

る
事
例
友̂
^

^

::々

-̂
市
^
殘
存
.す

る

最

宙

の

；土

地

友

び

賃

料

臺

帳

(

：

】 

一
ー
/\
©
年
^ :
'
條

、ー-K
記
載
冬
れ
^
同

の

權

利

關

,#
•
所
有
關
係
か
ら
し
て
そ 

.
が
よ
り
約
，1

世
紀
前
の
建
設
時
.
.の
：狀

態

ぞ

遡

及

ざ

れ
"
そ
め
成
架
を
以F

自

說

わ

：書

去

さ

れ

て
^

パ
ル
ト
悔
都
市
の

.

趟

，設

ズ

都

沛

領

.主

 

，
 

一
、
七

.

，(

五

六

，
、



ベ
ル
ト
海
.#
市
.の
逨
設
迖
都
市
領
主
ノ 

'

一

へ

-

5-
-

六
5

- 

'霞
さ
れ
る
と
匕
.ろ
‘は
^

^

^
べ
：，ッ
き 

の
都
市
領
主
的
賃
料 

が
免
除
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
.
9
0
0 

. 

?

;

伹
し
宅
地
の
«

料

免

除

は

、

該

地

；の
所
有
，權

が

依

然

都

市

輯

主

の

手

中

に

.?
>
-つ
-た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
比
で
.あ
る
が
、
敎
授
の
そ
の 

後
の
研
究
で
-は
、
•こ
•
の
點
更
に'1.

步
を
進
め
て
、「

恐
ら
く
ハ
•ィ
ン
リ
ッ
匕
公
は
' 

同
公
の
所
有
す
る
聚
落
豫
宛
地
を(

ブ
ル
タ
や
ド

ォ 

《

ム
^

の
附
帶
地
を
'除

き〕

企

割

者

に

寶

却

し

た

の

で

あ

つ

^

ち

ぅ

11
>

と
い
は
れ
て
ゐ
る
0

卽
ち
建
設
企
劃
者
は
、
建
設
當
初
よ
り
、
彼

'

の
建
、造
.物
^

8

の

所

有

紫

と.な
0:

た
の
.で
あ
り
、
更
に
そ
.の
敷
地
の
公
的
^

擔
を
も
免
除
さ
れ
た
と
見
る
の
'
^
.あ
る
0
;か〜

る
,
定
に

.
k 

一.. 
/ 

.

.

,

、ン.
.
.
'
.
.
. 

■
■

-
.
 

へ.
'
. 

- 

.

.
'

'.
-
.
.

…

-

.
-
- 

'
; 

.

繪
い
：.て
敎
授
は
次
6

:

如
く
い
ば
れ
.

る
。「

こ
れ
は
都
市
に
0

い
て
で
は
な
い
が
、
マ
グ
デ
ブ

.

ル

ネ

の

；
大

荀

敎

ゥ

ィ

ッ

ヒ

，
マ

^

が

農

村

植

民
 

^

^

企
劃
者
に
‘

聚
落
地
域
5:
.

'

'賫
却
.

し
た
翁(
.「
ブ
五̂
 

又
ゥ
ラ
エ
ゼ
ル
‘

に
沿
ふ
沼
澤
地
帶
$:
:

賣
却
し
た
例
c

.

1
,'
1

四
九
年〕

も
あ 

る
。
：加
ふ
る
.

に
'r

一
 ：

五
八̂

に
.

ば
、
.

ブ

レ

ー

；
メ
：
ン
女
；司

敎

が

企

劃

者

に

聚

落

地

域

の

寶

却

b

萎

ね

且

づ

彼

を

該

地

黾

住

翁

の

，裁

判

官 

任

じ

龙

こ
.

と̂

對

し

て>

ハ

才

：ゾ

？

ダ

ヒ

公

は

同

意

を

與

-

て

營
^

^

^

 

ベ
ッ
ク
办
新
建
設
に
際
し
て
意
義
を
有
し

た
と
と
.は
..い
.ふ
ま
で
.も
な
^

と
：.ご
.
.
で̂
\あ
ら
ぅ」

^
.
'

)

0
: 

■
■
二：''：
 

.../■
:

,
.

旣
述
の
如
く 
9
 

4

:ケ
タ
建
設
當
莉
CO
資
料
が
.瘦
存
し
扠
^

の
：で
あ
答
^

ら
::
>

類
似
<0
.事
例
を
^

^

援
_

4

て
も
、
磕
^

...

* 
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.
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•
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<

態
^

苒
現
す
：る
.

が
如
き
ぼ
及
：ば
.

：ぬ
と
.
.

M

ろ
セ
あ
る
。

> 

然

レ

右

の

，
レ
パ
ェ
兑
ッ
ぢ
敎
授
の
：
研

究

方

法

は

、
：
都

市

(0
-

建
設
過
程
を
明
，か
‘：に
す
る
べ

•

•

•

»

4

上

：に

新

ら

し

い

方

向

を

示

險

：才

る

.も
の
で
あ
つ
た
0

勿

論

こ

.
の

方

法

自

體

に

關

し

：、
' 更
に
硏
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
女
對
：の
K

も
勘
く 

. 

,

な

い

。

.プ

ォ

ン

.
•
ベ

.口
才
：、
テ
.：ギ
ド
ル
•■
マ
ィ
.ャ
ブ
、
'フ
：.ォ
ン
み

紙
し
遡
原
的
.龙
法
7)
-

sv
s

c
の
.問
題
ば
.さ

.ヤ

措

き.

ツ
ヒ
敎
授
の
結
論
姆
對
す
る
賛
否
は
、
要
す
る
に
、
.第

士

.一
世
紀
の
都
市
建 

.

.設
に
'お
い
て
ー
ア
.ン
.デ
'
.ス
：：へ-'
ル
と
氣
人
階
紙
と
が
各
ダ
^

^

^

^

^
參
加
し
た
か
と
.い
，ふ
限
度
の
判
定
に
_

着
す
る
0

で
あ
：る
0

從
、

 

つ
i

れ
に
關
す
る
論
铆
は
、
リ
ユ
ベ
.ツ
ク
建
設
當
時
.

d

原
資
料
が
發
見
さ
れ
な
い
限
り
、
今
後
も
尙
繼
續
ざ
れ
る
：可
能
性
：が
I

と
： 

v>
m

ね
ば
な
ら
な
い(

6
.

〕

o
.
た
V

第

士

1

世
紀
め
都
市
建
設
と
い
ふ
廣
い
問
•題
設
定
か
ら
離
れ
て
、
.狭
く
1

ベ
ツ
.ダ
の
み
，に
關
し
、て
：

,'

い
ふ
な
ら
.ば
、
現
在
で
は
先
、づ
以
て
レ
テ
リ
ツ
ヒ

敎
授
の
解
釋
に
聽
從
し
て
大
過
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
リ
.
ユ
べ
.

：

ツ
グ
建
設 

;■:

に
：お
げ
る
領
主
勢
力
と
市
民
勢
力
と
の
協
力
の
形
⑩
^

づ
い
て
の
レ
.
エ
リ
マ
ヒ
說
を「

1.

部
分
ば
疑
ひ
，一
部
分
は
壇
ず
し
て
こ
.れ

に
. 

反
對
す
る」

と
い
は
.れ

て

ゐ

る

フ

'ォ
ン

•

レ
ツ
、
シ
ユ
敫
授
I

*
例
.へ.ば
.前
記
の
建
.設
企
劃
漭
が
建
造
物
敷
地
&

納

免

屬

の

；
下
.ぬ

最

初

買 

r

次
し
た
と
の
推
定
を
、
甚
だ
蓋
然
性
を
有
す
る
^

の
、と
し
て
賛
意
を
表
さ
■
れ
て
ゐ
る
こ
：̂

擧
げ
y

〕

、
.
以
^

1>
’

*
リ
ツ
-
ヒ-
說

_
の

信

憑 

性
に
つ
い
て
の
傍
證
と
し
て
を
く 
P
 

'

 

.

、
，
.

と
：こ
ろ
で
リ
、
ベ
ツ
ク
鐵

設

企

齡

莕
が
ハ
.

ィ

ン
r

.

ツ
ビ
a'

ム
ょ
'
;>
)

認
■

許
さ
れ
た
諸
權
利
、
即
ち(

3

彼
等
に
ょ
る
市
場
行
政
、(

二〕 

.

.

市
場
建
造
物
の
所
有
、
0

ニ
い
免
稅
诧
地
の
.

所
有
ば
:>
•

前

記

の

諸

都

市

に

；
お

.

げ
.

る'
事
例
と
較
合
す
4

な
ら
ば
、
當
時
企
劃
者
が
獲
得
し
.

得
. 

急

良

i

i

f

は
I

I

。
そ
I

を
先
f

意

，i

た
。

.

然
I

等
は
獨
逸
本
土
の
.

諸
I

 

ゆ
市
民
階
•

級
が
、
'

長
い
歳
月
に
亙
る
倦
ま
ざ
を
努
力
に
ょ
つ
，て
.

徐
々
亡
獲
#-

し
#

た
も
の
で
ぁ
つ
た
。
例
へ
ば
省
の
‘C

1
)

に
づ
い
て
み 

れ
ば
、
ラ
ィ
ン
河
流
域
の
獨
逸
諸
.

都
市
の
中
に
.

ぁ
0-
.

て
**

、最
も
早
ぐ
市
民
が
日
用
品
市
場̂
1

統

轄

し

た

ゲ

，ル

シ

で

.
’は
ノ
第
十
ー
ム
世
紀
に 

旣
.

に
'

パ

K
.、
.

肉
、
魚
の
取
引
及
，び
醸
造
業
に
つ
い
て
の
監
督
權
を
民
會
_

の
管
掌
事
項
と
じ
て
‘

ゐ
た(

8

)

0

.
然
し
バ
ァ
ゼ
ル

、

シ

ト

ラ

7
 

パ
ル
ト
海
都
市
ゆ
迪
設
ぜ
都
市
領
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，
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へ
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四
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>

ー'ス

蒙

ダ_

音

, |
義

.: 1
穩

養

,

»:
:
塞

1

^
 

:
.と
こ
ろ
で
‘あ
り
、
' こ
れ
6

獲
得
を
目
指
す
諸
市
民
が
そ
.の
目
的
を
實
現
，す
.る
ま
.に
で
は
數
次
00

.鬪
爭
過
程
を
經
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
. 

た
'こ
と
闶
知
れ
如
く
で
.あ
る
。
又
0
 

0
に
づ
い
て
い
へ
ば
、
同
じ
く
ヶ
ル
ン
に
お
>

て
、
一1

六
〇
年
前
に
市
場
藤
店
を
所
有
す
る
市
民
：
'
 

も
あ
つ
た
が
、
、然
し
尙
そ
れ
は
全
部
に
百
O'

て
.行
は
、れ

て

ゐ

た

の

で

な

か

つ

た

(

9)

0
.
た
^A

J

れ
等
古
き
司
敎
都
市
と
異
り
、
•リ
ュ
べ 

ッ
'
ク
は
新
興
植
域
地
都
市
で
あ
る
か
ら
、
.長
き
傅
統
の
支
配
.に
よ
る
敗
縳
は
な
く
、
從
つ
て
そ
の
建
設
に
際
し
て
は
、最
初
か
ら「

商

人
. 

に
よ
る
市
場
行
政」

と
い
ふ
新
し
い
典
界
を
刽
り
出
す
こ
と
が
出
來
た
.の
•で

あ

つ

た

。

_
ぐ

 

,

.

.

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
加
、

'

る
商
人
が
行
便
す
る
市
場
に
つ
い
て
の
裁
判
權
*行
政
皭
は
ズ
ィ
ン
リ
ッ
ヒ
公
の
有
す
る
高
權
が
讓
渡
さ 

れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
從
つ
て
同
公
と
し
て
は
、
リ』

ュ
ベ
ッ
汐
市
の
建
設
に
.當
つ
て
多
大
な
犠
牲
を
狒
つ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で 

あ
.

る
0

’

少
く
と
も
.

こ
の
點
か
レ
は
、
荷̂
:

建
設
に
際
し
て
の
財
庫
的
意
圖
を
承
々
し
得
ぬ
と
さ
へ
い
ふ
こ
と
が
出
來
よ
ぅ
。
然
し
か
、

. 

る
特
權
M

與
に
よ
つ
て
、&

來
伺
公
の
.

收
得
さ
る
べ
き
も
の
が
減
ず
る

-

と
し
て
も
、
こ

の
條
件
の
提
供
は
決
し
て
同
公
に
と

つ

て

®:
接

金
p

s

i

意
味
す
I

の
で
•

は
月
の
み
な
ら
ず
、

I

は

霸

编
I

し
て
有
す
'

る
1

體
S

す
J

判
權
I

め
.
 

收
人
女
あ
り
.

又
.レ
ガ

ザ

.プ
行
政
か
ら
の
收
入
も
期
待
し
得
たo

更
fc

前
記
の(

三)

が

軋

實

行

：は
：，れ

た

，も

の

と

す

れ

ば

、
.

.

該

他

'の

原

所
 

■
有
^

と
し
て
.

の
：公
は
、
建
謹
前
に
甸
成
^

^

寶
却
金
を̂

手

び

：だ

普
.

あ
る
°

そ
れ
故
.

に
：
リ

*
1

ベ
ッ
ク
建
設
に
お
け
る
同
公
の
財 

.彳

庫
的
立
場
ば
‘

.

こ
れ
钇
否
む
.

こ
：
と

が

出

來

な

い

々

.

-.
:

パ

：
ィ

シ

リ
：
^
^
^
^
 ̂

•
 

投
^

ょ

ぅ

と

は

ん
^

如

っ

た1_-
.
.

(

1«
0

と

ゅ

こ

の

謂

；
ひ

：で

'

ぁ
.

る

ク
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ぺ
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■

'
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皆

：代

蓄

歡

を

見

.

出

畫
^

は
^

I

業
の
獲
得
す
る
利
潤
を
過
小
評
價
す
る
地
代
蓄
積
^
は
、
1

.
べ
ッ
.ク
に
お
5V
>
て
も
亦
適
用
し
程
な
い
の
で
I

S

O
 

V

V 

. ■、
ゾ
 

' 

.

' 

.

.

.

.

.

.

.
• 

S. 

..*. 

- 

• 

- 

• 

' 

• 

• 

• 

■ 

-
•
•
•
•
• 

'
•
.

 ̂

パ
ク 

.へ'
一.
.

」

'
''
.

■'

r
s

) 

von~winterf

'a.d, 

a. a. O. S. 423. 

り
，•

：
、

；

O
O

M
稿
、
‘本
誌
一
ぎ
號
*

ー
〇
ニ
頁
參
照
o 

パ

,

.

:

:

•-
:
'

,
.
.

.

.
S
4
:
v 

..vgl'steini.

p'v.av p. 

s
'

343... 
.

• (

5
> :R

o:ri

tp,Heinrich der 
L
o:
l
.む
，

439. 

.

.

.

;

:

(

6) 

R6rig, 

Hansische Beitr

^ :e. S. 130. 

■

 

, 

•

 

、

へ7

〕

M

2

W

 g
.

 

一
 3

4
.

 

i

、

(
0
0〕

. Carl B
r
i
n
k
m
l

 W

 Hanseatic League. A

 s
l
y

 of wece.,‘t L
i
t
e
r
a
l
.

 Jl.

o
f 

I

.
 

&

 Bus. Hist 2
.
/
4
.
c
i
>

,p
'
5
9
a

 

,

.

 

' 

-

,

,:(9

--,vbn'.winterfeld, .a., a., .o. S:42N. 

へ

c

0-

ノ、

c

み
な
ら
ず

t

 f
 
•

へ
ッ
タ
建
設
企
劃
者
は
、
最
初
か
ら
旣
に
當
将
な
大
商
人
で
ぁ
つ
た

\ °
•

 

,

"
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市
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'
.
•ハル
-
.ト

霖

市
S

設W

都

市

領

主

.

.

• 

’ 

. 

ニ

六

'

.

Sヒ
0)

' 

■
六

，

’
'

.

.
1

ベ
ぶ
の
建
設
を
蒙
ら
れ
こ
れ
を
實
行
し
た
證
本
土
諸
都
市
の
商
人
は
、
個
人
で
は
な
ぐ
-
組
合
I

成
し
て
ゐ
た
商
人 

で
あ
つ
た
こ
と
*
风
に
レ
.

K

I
ヒ
，敎
授Q

提
唱
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
敎
授
は
こ
れ
を
初
め「

企
劏
者
組
合(

蒙

I

l

f

 

sorliu

日〕」
と
名
付
け
ら
れ
た
力
最
近
，で
は「

命
劃
者
ギ
ル
ド(

-ap
t
e
r
n
e
h
m
e
r

-u.
d
e

fc:

と
改
稱
さ
：れ
て
b

る(

3
0 
•

,

，制
者Q

性
格
の
問
題
を
繞
つ
てQ

.

論
爭
、
特
に
フ
才
ン
•
ベn

才
敎
授
と
の
そ
れ
.は
、企
制
產
合
が
ギ
ル
ド
か
否
か
I

點
と
す
る 

も
の
で
あ
？

、
■
ギ
ル
：̂
の
概
念
內
容
に
つ
い
て
敎
へ
る
き
ろ
多
い
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
觸
れ
な
い(

2

、。

会

レ

h

リ
ッ
ヒ
敎 

授
ヵ
最
近£

1

文Q

中
で
い
は
.れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
に
止
め
る
。
部
ち
'「

i

■ベ
ッ
クQ

建
設
S

,聯
す
る
企
馨
組
合
の 

構
ル
は
近
代
的
株
式
會
姐
や
ト
ラ
ス
■■
>

の
如
き
と
本
質
上
.共
通
'̂

組

織

形

態

で

は

な

い

。
、
、こ

の

組

合

は

實

際

戈

ギ

ル

ド

で

^

っ
た
？ 

然
し
ギ
ル
ド
に
と
つ
.
て
必
要
な
條
件
だ
る
成
員
の
誓
約
の
存
在
を
立
證
し
f

い
及
め
に
、
コ
.
ン
ソ
ル
チ
ゥ
.ム
な
る
囊
を
選
ん
だ
.の 

;
で
あ
つ
た
。
.こ

れ

.に

つ

い

て

は

 

>第
干
九
世
紀
の
立
場
か
ら
、、で
な
く
中
世
の
そ
れ
に
た
つ
て
見
.ね
ば
な
ら
な
いo

こ
の
：語
は
、獨
逸
騎
.
1
/
' 

修
道
會
の
修
士
の
結
合
を
.c

i
c
r
t
i
g

為

し

、
又
シ
ー
ア
ン
グ
ァ
ル
の
.
毛
織
■

商
ギ
ル
ド
が
自
らc

c
u
'
f
r
a
t
l

 

I

V

 

だ
こ
と
を
願
り
み
て
採
つ
.
•た
も
の
で
あ
つ
5

(

3)

0

.

:

 

: .■

か
く
の
如
く
、
コ
ン
ソ
ル
チ
ゥ
ム
な
り
ギ
ル
、ド
な
り
孰
れ
か
の
表
現
を
以
ベ
す
る
私
合
に
.は
、
夫
々
.
.の
概
念
規
定
が
，

姐
上
：に
置
、
 

か
れ
る
。
し
か
I

れ
に
观
づ
ら
つ
て
、
問
題
の
籠
を
後
ら
せ
.る
惧
ル
潔
し
と
し
な
い
。
素
ょ
り
こ
の
.槪
念
內
容
•を
明
確
に
す
逢
.. 

と
は
必
要
で
ぁ
為
肩
し
そ
れ
と
商
時
に
,

豐

常

量

化

す

孟

..に
も
留
意
せ
ね
运
ら
な
ぃ
。
本
節
臭

い

て
;̂
'
i

設
命
劃
者

が
馨
せ
名
商
人
セ
あ
つ
灰
こ
と
を
い
ひ
，
そ
れ
に
附
隨
す
そ
.

^

'

企

割

者

观

合
4

.

呼
ん
で
置
ー
く

。

.

 

.

-

 

,r，扨.
て
V

.

H

リ
.

ッ
ヒ
：
故

挽

が

：
リ
：

.

1

べ
■

ッ
タ
：建

設
'

に
：
お'い
て
态
劃
者
紕
ム̂
#

在
を
_

.

さ
れ
爷
理
由
は
、门
市
場
建
造
物
及
び
乎
エ
業
者

店
舖
め
設
置
は
>
全
«1
'
と

.̂
1:
特
^

^
樣
^

^

こ
れ
^

行

使

す

：る

團

體
^

ょ
-<
>

て
^

^:

て
^

ひ
:#
る
仕
事
で
，̂
る
ヵ
ら」

.と
い

ふ

，に
存
す

‘

(

4

)

0

^

し̂
_

建
造
物
の
.

設

置

％

都

节

乃

至

琳

#

の#

設
自
體
と
綠
切
*)
-

離
し
て
考
6

る
ヒ
と
も
出
來
る
の
で
务
り
彳
そ
れ
に

，
必
ず
附
隨
す
る
ざ
^
は

斷

定

裝

&
い
々
ぎ
^

劃
者
が
組
合
を
結
_
じ
^
ゐ
た 

こ
：れ
ょ
り
も
寧
ろ
他
に
求
め
る

，
方

が

穩

奪t

を
o

i

:て
私
ぼ
建
設
.

都
市
■

け
名
商
火
_

體
：.の
#

特
rf
狀

に

搞

げ

：ら

沐

た

條

項

的

例

：へ
：ば

^
定

範

域

の

歉

判

權
 ̂

み
て 

も

：

こ

れ

は

彼

等

商

人

が

或

：る

|1
の

組

織

金

有

荖̂
た
と(

^

_

_
と
す
る
左
考
^

一.さ
：ぅ
で
な
け
,^
ば
、
賦
與
さ
れ
た
特 

權
：の
.遂
行
* '
現
：果

能

：に

終
^;
の
：還
な
か
ら
ぅ
か」

彩

、
私

瓷

び

匕
^ -
を
以
5

^

ー
當
^
た
い
'と
思
ぃ
ふ
办
^
あ
る
ャ
'
ジ
ニ
ス
，ヌ
 

'，へ
ベ
し
'.;'
一，
■
4
:.
'
:
>
マ
：，.ド

‘

：
：:■
:
" 

:_

ぺ
マ
:-
:;

:

か
：

企
劃
者
組
合
棟
何
時
綠
_

托

斧

の

で

が

ら.5
.
:
:
;が
0
ぐ
右
め
；
_

を
以
て
す
れ
當
然
そ
れ
ば
ベ

.
/;
^

ク
建
設
着

J

す
 

•'
る

以

前

め

時

期

に

知

い

て

.で
あ
る
。
觅
に
そ
ル
は
«

設

直

前

か

ノ

文

は

そ

れ

ょ

り

も

前

で

あ

菜

か

。
之

の

：判

斷

-^
命

劃

者

说

合

の 

,

|

的

如

何̂;
ょ
つ
七
、
''
孰
れ
に
も
な
今
即
ち
葡
組
合
が
リ
ユ
べ
'
ッ.
ク
建
設
の
み
を
目
的
ど
し
て
ゐ
た
と
す
る
な
ら
ば
"

そ
、
は
>>
ィ 

ン
？
ッ
ヒ
公
と
め
交
涉
慕
と
しV

、

建
設
直
前
：に
結
成
さ
れ
た
ど
做
さ
れ
き
:0
こ
‘の
他
方
、
組
合
結
成
の
目
的
が
そ
れ
以
ヒ
b

も 

'
■
バ
ル
ト
海
都
市
ヴ
组
設
ぇ
都
市
領
主
.： 

，

：.

.

■二
七
. 

'

(

五
.七
一
V

41110
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.
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/
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ル
：,

着

ル

：
め
：
雜

^

:

鄉̂
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:
.ビ

ノ

：
.
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'
パ

 

.

-
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.
-
v
i 

r

 

八：
.

'

/

'

s

 

. ■ 

の
で
ぁ
つ
た
場
合
'
即
ち
建
醫
體
も
目
的
の
一
つ
で
は
I

が
そ
れ
よ
r

一
 

層
遠
次
な
目
的
，を
併
有
し
た
と
す
る
時
は
>
,肆
S

:

 

機
と
し
て
結
成
さ
^

た
の
で
は
な
く
、
そ
め
前
に
旣
に
存
在
し
て
ゐ
た
と
做
す
と
と
が
出
來
るo 

.

ノ

レ

ず

ッ
ヒ
敎
授
は
、「

組
合
結
成
の
根
源
は
建
設
以
前
に
，、.
又
建
設
以
外
の
事
情
の
裡
に
ぁ
つ
た
と
考
へ
る」

と
し
、
そ
の
所
以
.を 

第
‘ 

-

y

は
八
‘
ィ
ン
，1

ク
ヒ
公
及
び
企
劃
者
の
.孰
れ
に
と
つ
て
も
、
所
要
資
本
の
'調
達
と
.い
.ふ
本
質
的
問
題
を
前
.以
.て
決
定
：せ

ね

ば

な 

ら

な

ヵ

つ

，た
_ヵ

,&

で
ぁ
.る
。
第
ニ
に
、
後
年
の
バ
>

ト
海
諸
都
布
の
建
設
に
お
い
て
、
.政
治
權
カ
者
と
市
民
的
企
劃
者
と
の
間
に
.か
，、 

る
商
儀
が
行
は
れ
案
H

、
へ
第
三
に
、
- 
一
一
o

六
年
ヴ.H 

ゼ
ル
沼
澤
地
S

開
墾
i

聚
落
設
定
S

し
、
今

 

敎
フ
リ
.ィ
ト
'リ
ッ
ヒ
と
契
^

を
結
ぶ
'以
前
に
、旣
に
企
11
1

者
の
.結
合
が
.存
^

れ
で
は
一
組
合
結
成
遵
設
直
前
か
或
は
そ
れ
よ
り
を
.

以
前
か
が
判
然
と
し
な
い
'

憾
み
■

が
ぁ
る
。
.

私
は
.

こ
れ
等
の
.事
例
を
霄
す
る
よ 

_ 

b

も
、

に
關
說
し
た
や
為
.

、.
ヴ
チ
べ〕
C

建
設
企
割̂

',

い
個
心
S

せ

.^

ゐ

た

芜
.

ふ
と
.

畜

ら

考
.

察
を
I

る
；。
务
 

交
渉
が
始
f

一
以
前
I

成
さ
れ
i

芰

警

：
看

做

す

；齡

動

。

溢

^

'!
>
た

の

で

ぁ

ら

ぅ

か

立

證

す

-̂
-

資

料
:̂
存

せ

ぬ‘限

り

、
：
と

れ

以

±

に

5:

つ
：
て
.推

論
±.
る
こ
と

は

義

へ

る

が

、

そ

れ

は

_

り

得

る

と 

:

こ
ろ
'.で
；あ

る

。.
,
.
.
-
■'
;

■
ノ
.
”'
■」

.
:
: : 

, 

:
.
、
'

ノ
次
.に
リ
ふ
べ
ッ
ク
名
割
者
組
合
が
ニ
十
四
人
の
商
人
よ
り
成
令
た
も
-の

で

ぁ

ら

言

ヾ

は
^
^
^
^
^

.

1
ろ

で

ぁ

つB
/

,

)

。
：
：
：
こ
；
の
：
憂

：は

-
建
_

都

；
送

お

け.

$

|

初
|

半
ば
說
的
が
阁
體
を
結
成
し
て
ゐ
.

た
と
い
ふ
特
微
と
J

に
、
リ
-

べ
ブ
ク
の
如
き

•「

観

の
f

重
要
I

新
建 

U

を
引

&

げ
■

翁
の
叙
_
と
費
用
と
の
分
擔
は
多
數
の
組
合
員
を
當
然
と
す
る
と
の
霞
を
加
へ
て
以
て
成
れ
る
も
の
で
あ
る 

0
。

然
し
そ
の
後
に
至
つ
て
敎
提
は
、「

旣
に
結
成
さ
れ
た
又
は
が
成̂

れ
る
遠
隔
泚
貿
懿
人
ギ
ル
ド
が
、新
た
に
建
設
さ
れ
る
都. 

^

士
脐
市
民
|:
:

-

歷

先

毫
^

悲
沛
键
詉
;0

危

險

支

引

受

_

建

設

企

劃

者

^

ヲ
—

ル

：
チ

is

か
で
あ
つ
た」

と
の
推
誉
發
表
さ
れ
て
ゐ
へ
る
貧
^

.

‘そ
し
.て
.奮
^
 

新
推
定
に
■

ベ
、き
：か
I

示
さ 

化
な
い
'
が(

10)

、

大
體
後
者
に
傾
い
て
ゐ
る
や
ぅ
で
.あ
る
P
.
’
. 

.

‘

■

' 

I
:

:

と
I

.

す

『

ベ
.ー
ッ
ク
建
設
以
前
の
時
期
に
、獨
'逸
本
土
麗
市
に
お
い
.て
パ
市
民=

商
人
階
級
が
公
法
的
諸
權
■利

；̂

獲

得

し

た

と

い 

4,

場
合
-
實
際
の
衝
に
當
つ
た
の
は
貿
易
商
人
ギ
ル
ド
全
體
哎
は
な
く
•
そ
の
首
腦
部
の1

a

で
あ
つ
た
。
ケ
ル
ン
の 

問
人
ギ
レ
ド
の
首
腦
盏
や
へ
ゾ
ォ
，
ス
ト
商
人
ギ
ル
ド
内
部
のM

e
J
i
o
r
e
s
-
A
T
l
s
s
c
h
u
s
s
.

と
呼
.ぶ
十
一一

人
の
一
圃
の
如
き
-̂

れ
で
あ
る
11〕

0 

V

し
.て
こ
れ
等
の
都
市
か
ら
、
I

シ
，
ユ
レ
ス
ウ
ィ
ッ
：
ヒ

■
へ
、.
更

、に

ゴ.ォ
.ト

ラ

ン

.ド

ノ

 

ノ

ヴ

ゴ

，
ロ

 

K

へ
と
そ
の
ど
最

. 

も
^

か
づ
た
<0
%-

、
，こ
.の
グ
ル
ゥ
ブ
に
屬
す
る
商
ん
で
、あ
.つ
た
*-
0

素
ょ
り
と
の
上
層
商
人
が
自
沛
に
-̂

け
る
地
位
を
オ
で
\̂
:

リ
■

へ
、，..
 

ク
藤
課
に
參
加
し
た
の
で
は
な
い
。
然
"-
1
>
:か
、
る
都
市
か
ら
ザ
ク
セ
ン
東
部
に
往
來
す
る
問
に
、’
又
は
そ
の
.出
先
地
に
奪V

商
人 

ギ
ル
.ボ
を
結
成
す
る
場
合
、
そ
れ
が
.本
土
諸
都
市
に
お
け
る
形
態
を
箱
す
る
こ
と
は
容
易
に
考
へ
得
る
と
こ
ろ
甚
る
0

、ソ
タ
ィ
ン
敎 

幾
の
！m

葉
を
f

れ
ぱ
、「

そ
の
詳
細
に
つ
い
•て
は
不
明
で
あ
.つ
.
.
て

も

、

•代
表
者
f

、
"f

腦
部
な
り
、
評
議
員
f

、
又
は
上
卞
の
'
區 

別
な
W

比
酿

か

-に

存

し

龙
.

1

9

0が
く
の
如
き
ギ
ル
ド
を
有
す
る
質
易
商
人
が
、
リ

ニ

ッ
>

建
設
に
つ
い
で
ハ
ィ
ン
リ
ッ
ヒ
公
と
交 

パ
ル
ト
海
都
.市
S

設
為
取
領
土 

■ 

. 

'
 

.
 

二•九
.
，

(

五f

三)

.



•

,

ベ

忠

證

4

市

望

•
，

、

，

. 

三
Q

 

.

•(

五
七
四

：
.

涉
し
龙
の
で
あ
る
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